
サービス分析シート（特別養護老人ホーム） 〔16年度試行版〕

事実情報 良い点・改善点基準項目サブカテゴリー 評価項目

５ (1) □ ①食事時間は利用者の希望に応じて、一定の時間内で延長やずらすことができる

□ ②献立や利用者の状況に応じて適時適温で提供している

□ ③献立の内容は季節感を取り入れ、変化に富んでいる

□ ④カフェテリア方式、複式献立等利用者が選択できる食事を提供している

□ ⑤利用者の好みに応じて、苦手な食べ物を変更することができる

□ ⑥利用者の身体状況に応じた治療食の対応をしている

□ ⑦利用者の嗜好調査を実施し、献立に反映している

□ ⑧個別に残菜調査を実施し、献立作成などに活かしている

□ ⑨各職種が参加する食事委員会で食事の内容について協議している

□ ⑩個別の水分摂取量・栄養所要量を把握している

□ ⑪利用者状況に応じた食事提供や介助（見守り・声かけを含む）を行っている

□ ⑫利用者の状況に応じた椅子・テーブルの利用や自助具の利用により、自力による食事摂取を支援している

【標準を上回ると考えられる項目】

【例示】

・食事場所は安全性に配慮した上で、食堂以外の場所も選ぶことができる

・食器や食堂の環境整備により、食事を楽しむ工夫をしている

・献立以外の食事の希望（出前・外食など）に応じることができる

・カフェテリア方式を採用する場合でも、栄養のバランスをとる工夫をしている

・個別の水分摂取量・栄養所要量等を基に、他職種や必要に応じて外部の専門家が関わり、献立を検討するしくみがある

・希望する家族等には食事を提供する機会を設け、意見を収集している

・咀嚼や嚥下が難しい利用者の食事について、その食事の形態や内容が妥当かどうか検証・見直しをするしくみがある

・利用者や家族からの聞き取り以外にも、利用者の好き嫌いについて把握する方法を工夫している

(2) □ ①利用者状況に応じた入浴方法や介助（見守り・声かけを含む）を行っている

□ ②浴室や脱衣室は清潔で、快適な状態（温度・換気等）にしている

□ ③利用者の状況に応じた福祉用具や自助具の活用により残存能力をいかした入浴介助を行っている

□ ④入浴用具（タオル、石鹸、シャンプー等）は利用者の皮膚の状況等に合わせて選択している

□ ⑤健康上の理由等で入浴できなかった利用者には代替方法をとっている

□ ⑥入浴の誘導は利用者に負担がかからないように考慮し、行っている

□ ⑦入浴までの待ち時間に配慮をしている

【標準を上回ると考えられる項目】

【例示】

・入浴する時間や回数等は、利用者の希望に応えられるよう工夫をしている

・利用者の好みに応じた入浴用具（タオル、石鹸、シャンプー等）を使用している

・入浴が快適なものとなるよう音楽や装飾など演出の工夫をしている

・他職種や必要に応じて外部の専門家が関わり、入浴方法等について検討するしくみがある

・日々の入浴業務の中で気がついたことは検証し、改善するしくみがある

・食事時間の延長またはずらしの
可能な時間　　　　　　　　　　（
時間）
・献立表（有・無）
・選択食の実施（有⇒昨年度実績
回・無）
・嗜好カルテ（有・無）
・嗜好調査（有⇒昨年度　　　回・
無）
・残菜調査（有⇒昨年度　個人
回・全体　　回・無）
・水分摂取量の把握（有⇒利用者
人・無）
　栄養所要量の把握（有⇒利用者
人・無）
・食事委員会の実施（有⇒昨年度
回
　委員構成メンバー
・無）
・食事時間の職員体制（利用者対
職員＝　　　　：　　　　）

標
準
項
目

・週の入浴回数および入浴の設定
時間
　一般浴　　　回　　　　時～　　　時
　リフト浴　　　回　　　　時～　　　時
　機械浴　　　回　　　　時～　　　時
　その他（　　　　　　）　　　回　　　時
～　　　時
・入浴できなかった場合の代替方
法（具体的に
）

促
進
項
目

標
準
項
目

促
進
項
目

サービスの実
施

栄養のバランス
を考慮した上で
おいしい食事を
出している

入浴に関して
は、利用者の状
態や意思を反映
した支援を行っ
ている

Ａ+　 Ａ　 Ｂ　 Ｃ

評　価

Ａ+　 Ａ　 Ｂ　 Ｃ

評　価

Ａ＋…標準項目を全て実施したうえで、標準を上まわる取り組みがされていると確認できる状態　Ａ…標準項目をすべて実施している状態　Ｂ…標準項目のうち一つでも実施していないものがある状態　Ｃ…標準項目を一つも実施していない状態 5


